
３ 報告 

  全国水産試験場長会会長 

   （兵庫県立農林水産技術総合センター水産技術センター所長）長島 浩 

 

失礼いたします。 

早速ですが、報告事項一つ目の、令和４年度の活動結果と令和５年度の活動方針・活動

計画について、資料１により報告いたします。 

 

【令和４年度活動結果（資料１）】 

令和４年度の主な活動結果ですが、幹事以外の会員の皆様には場長会の活動がイメージ

しにくいかもしれませんので、１年間の流れを時系列で説明させていただきます。 

資料の６ページをご覧ください。 

（1）の会議は、（2）の水産庁主催の第１回地域水産試験研究振興協議会の開催前に、正

副会長・特別幹事による三役会、海面・内水面それぞれの部会、そして、幹事会を開催し

たものです。（2）の第１回地域水産試験研究振興協議会では、前年度に提出した「令和４

年度地域の抱える懸案事項について」の水産庁からの回答に対し、意見交換を行いました。

(1)と(2)は、いずれも web による開催でした。（3）は、例年関係機関を訪問しております

が、４年度はコロナ禍のため休止となりました。（4）は、全国大会の開催に向けて、表彰

審査委員会、海面部会・内水面部会、幹事会を開催したものです。また、両部会及び幹事

会では「令和５年度地域の抱える懸案事項について」の課題を各ブロックから集約し、そ

のとりまとめ方針について検討いたしました。なお、(4)以降の会議につきましては、対面

を基本に、WEB を併用しながらの開催でした。（5）は、全国内水面漁業振興大会に、内水面

部会長が代表として参加いたしました。（6）は、全国養鯉振興協議会主催の全国食用鯉品

評会で場長会から後援と表彰をしたものです。福島県内水面水産試験場長に代理出席をお

願いしました。（7）と（8）は、11 月に富山県で開催いたしました全国大会と、これに併せ

て開催した三役会です。全国大会では優秀業績の表彰や、地域の水産業や試験研究につい

ての情報交換、意見交換を行いました。前年の令和３年度はコロナ禍により WEB 開催でし

たので、２年ぶりに対面で盛大に開催することができました。（9）と（10）は、水産研究・

教育機構主催の水産工学関係研究開発推進会議と開発調査推進会議に出席しております。

（11）は２月に開催した第３回幹事会で、ここでは引き継ぎも兼ね、次年度の幹事にもご

出席いただいております。（12）は「令和５年度地域の抱える懸案事項に関する提案・要望

書」を水産庁及び水研機構へ提出したもので、内容については次の報告事項で説明いたし

ます。（13）と（14）では、水研機構主催の全国水産業関係研究開発推進会議及び水産庁主

催の地域水産試験研究振興協議会に、三役、ブロック幹事、次期就任幹事が出席し、意見

交換を行いました。（15）は、全国青年・女性漁業者交流大会において場長会会長賞を授与

したものです。受賞グループは、秋田県の「北部ギバサ（アカモク）増殖会」で、磯根漁場
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の管理と生産性向上に関する活動が対象となりました。なお、会員の皆様から頂戴した寄

付金で副賞のクオカードを贈呈しております。（16）は、日本水産学会水産増殖懇話会委員

会への出席で、特別幹事が委員として参画いたしました。 

その他として、各種委員会への出席や、また先ほど東海会長のご挨拶でもございました

が、令和４年度から始まった「日本水産学会誌 水産研究のフロントから」への連載につ

いては、全国の会員の皆様に交代で寄稿いただいているところです。今後も足掛け８年の

連載となりますので、引き続き原稿作成等よろしくお願いいたします。 

以上が、令和４年度の活動結果となります。 

 

【令和５年度活動方針・活動状況（資料１）】 

引き続き、令和５年度の活動方針と計画、活動状況について報告いたします。９ページ

をご覧ください。 

今年度も全国水産試験場長会規約第 5 条の規定に基づきまして記載のとおりの活動方針

により、取り組んでいるところでございます。 

活動計画と活動状況を次のページに示しております。本日の全国大会まで、ほぼ例年ど

おりに活動しておりまして、全て対面を基本として、web を併用しながら開催しておりま

す。（7）の三役会は本日の午前中に開催し、令和６年度地域の抱える懸案事項の内容と文

面の調整を進めております。（8）が本日と明日の全国大会となります。（9）～（16）は今

後の会議等の予定で、例年どおりの計画となっております。(9)の水産工学関係研究開発推

進会議は 12 月 3 日に、また(15)の全国青年・女性漁業者交流大会は 3月 6日、7日の開催

予定となっております。なお、令和４年度、５年度とも、幹事会、海面部会・内水面部会

等の会議つきましては、東京都の島しょ農林水産総合センターの会議室をお借りして開催

しております。令和５年度の活動方針・活動計画の報告は、以上となります。 

 

【国への提案・要望「地域の抱える懸案事項」等】 

次に、報告事項二つ目の国への提案・要望「地域の抱える懸案事項」等について報告い

たします。12 ページをご覧ください。令和５年度の提案・要望は、資料２のとおり令和５

年２月に水産庁と水研機構に提出しており、会員の皆様には各ブロックの幹事を通じて既

に資料を配布しております。また、過去の提案・要望も含めて、全国水産試験場長会のホ

ームページで公表しております。令和５年度の提案要望として、制度設計課題で４課題、

研究・技術開発課題で８課題を提出いたしました。 

研究・技術開発課題については、令和５年２月に水研機構から、また制度設計課題につ

いては今年度６月に水産庁からご回答をいただき、これについても既に各ブロック幹事を

通じて会員の皆様にお知らせしておりますので、ここでの詳細な説明は省略させていただ

きます。 

今後の予定ですが、現在、取りまとめ中の「令和６年度の提案・要望書」を来年２月上
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旬を目途に完成させ、水産庁、水研機構へ正式に提出いたします。その後、２月 15 日の水

研機構主催の全国水産業関係研究開発推進会議および、16 日の水産庁主催の地域水産試験

研究振興協議会において、提案・要望内容についての意見交換を行う予定です。これらの

一連の会議には、今年度の三役・幹事とともに、オブザーバーとして次期幹事も同席して

いただくことになっておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で報告を終わります。 
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